
紹
　
介

小
葉
田
淳
教
授
退
官
記
念
国
史
論
集

ア
メ
リ
カ
帝
国
の
興
隆

介紹

小
葉
田
淳
教
授
邊
官
記
念
事
業
三
編

　
　
小
葉
田
淳
教
授
退
官
記
念

　
　
国
史
論
集

　
京
都
大
学
名
瞥
教
授
小
葉
田
淳
博
士
の
京
都
大

学
文
学
部
定
年
退
官
を
記
念
し
た
論
文
集
が
、

『
小
葉
田
淳
教
授
退
官
記
念
国
史
論
集
』
な
る
大
冊

に
ま
と
め
ら
れ
て
、
昨
年
二
月
に
上
梓
さ
れ
た
。

小
葉
田
博
士
は
、
明
治
ご
一
八
年
福
井
添
髪
弁
郡
丸

岡
町
に
生
ま
れ
、
昭
和
三
年
京
都
離
塁
大
学
文
学

部
史
学
科
を
卒
業
、
昭
和
五
年
台
北
帝
国
大
学
文

政
学
部
講
師
と
し
て
赴
任
さ
れ
、
同
年
助
教
授
に

昇
任
さ
れ
て
Y
敗
戦
に
い
た
ら
れ
た
。
敗
戦
に
よ

っ
て
研
究
と
生
活
は
大
き
く
断
絶
さ
れ
て
昭
和
二

一
年
末
本
土
に
引
揚
げ
ら
れ
た
。
そ
の
後
昭
和
二

二
年
東
京
文
理
科
大
学
文
学
部
教
授
一
7
～
就
任
、
昭

和
二
四
年
置
都
大
学
文
学
部
教
授
に
転
任
（
東
京

文
理
科
大
学
教
授
は
昭
和
二
八
年
閉
業
ま
で
併

任
）
、
退
官
に
い
た
ら
れ
た
。

　
小
葉
田
博
士
の
学
問
的
業
績
は
、
も
と
よ
り
多

方
面
に
わ
た
る
が
、
も
っ
と
も
顕
著
な
業
績
は
主

著
『
日
本
貨
幣
流
通
史
』
鞠
中
世
黒
蝿
通
交
貿
易
史

の
研
究
篤
中
世
南
島
通
交
貿
易
史
の
研
究
捻
，
日
本

鉱
山
史
の
研
究
』
等
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
貨

幣
お
よ
び
そ
の
原
材
料
で
あ
る
金
銀
銅
の
生
産
と

流
通
の
問
題
を
一
貫
し
て
追
求
さ
れ
た
こ
と
で
あ

り
、
昭
和
四
四
年
に
は
学
士
院
賞
も
受
け
ら
れ
た
。

　
ま
た
、
前
後
四
〇
年
に
わ
た
る
在
職
中
、
小
葉

田
博
士
は
数
輩
名
に
達
す
る
受
業
生
を
指
滋
さ
れ
、

温
厚
篤
実
な
人
柄
と
研
究
ひ
と
す
じ
に
打
ち
こ
ま

れ
た
真
字
な
る
研
究
態
度
を
つ
う
じ
て
、
多
数
の

後
進
者
を
育
て
ら
れ
た
。
今
後
ま
す
ま
す
ご
壮
健

に
、
末
永
く
後
進
を
脂
導
く
だ
さ
れ
る
よ
う
念
卜

す
る
次
第
で
あ
る
。

　
本
書
の
収
載
論
文
は
、
小
葉
田
博
士
の
最
終
講

義
講
案
と
受
業
生
お
よ
び
関
係
者
有
志
に
よ
る
献

暴
論
文
で
あ
る
が
、
何
分
と
も
多
数
に
わ
た
る
の

で
、
以
下
タ
イ
ト
ル
の
み
を
紹
介
す
る
。

十
穴
、
七
露
岩
に
お
け
る
極
東
の
銀
の
流
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
葉
田
淳

本
邦
史
前
の
映
状
耳
飾
に
就
い
て
　
梅
原
　
末
治

任
那
繁
盛
の
地
理
的
条
件
　
　
　
　
井
上
　
秀
雄

管
済
の
役
と
艮
衆
　
　
　
　
　
　
八
木
　
　
充

い
わ
ゆ
る
、
中
大
兄
献
上
の
「
入
部
」
に
つ
い

　
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
門
脇
禎
二

難
波
一
大
和
古
道
略
考
　
　
　
　
　
岸
　
　
俊
男

神
話
に
お
け
る
高
木
神
　
　
　
　
　
上
田
　
正
昭

神
武
紀
の
史
料
的
性
格
　
．
　
　
　
横
田
　
縫
二

聖
武
天
皇
の
遷
都
－
陰
陽
道
と
の
関
係
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
畑
　
正
一

国
の
等
級
に
つ
い
て
一
『
続
日
本
紀
』
宝
亀

　
六
年
三
月
乙
七
条
を
め
ぐ
っ
て
I
l

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
田
　
嶺
志

和
泉
地
方
の
氏
族
分
布
に
関
す
る
予
備
的
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
田
　
　
品

最
澄
と
空
海
の
彼
復
書
簡
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
田

俘
囚
．
の
兵
士
　
　
　
　
　
　
井
上

古
代
に
お
け
る
山
中
地
獄
の
思
想
　
高
瀬

近
江
国
愛
馬
郡
司
依
智
秦
公
氏
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
岡

重満康
雄郎子

定
海

九
世
紀
に
お
げ
る
郡
司
制
展
開
の
意
義
一
覚

　
え
書
と
し
て
一
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
宗
諄

延
喜
の
奴
碑
解
放
令
　
　
　
　
　
　
阿
都
　
　
猛

官
雀
符
と
基
準
国
界
i
延
喜
荘
園
整
理
令
の

　
一
側
面
一
　
　
　
　
　
丸
肉
幸
彦

薄
陽
院
十
斎
講
に
つ
い
て
　
　
　
　
桜
井
徳
太
郎

庶
民
約
法
華
講
会
に
つ
い
て
－
平
安
蒔
論
法
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華
仏
教
史
の
一
齢
一
1
　
　
　
　
高
木
　
　
豊

藤
原
隆
信
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
石
田
　
善
人

日
宋
交
渉
の
歴
史
的
意
義
　
　
　
　
三
浦
　
圭
一

板
碑
に
お
け
る
供
養
に
つ
い
て
　
　
鶴
岡
　
静
央

九
州
の
小
地
頭
制
と
そ
の
所
領
一
地
頭
（
職
）

　
と
御
家
人
の
区
別
に
関
連
し
て
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
藤
敬
一

中
世
水
田
の
経
営
形
態
一
作
半
を
中
心
と
し

　
て
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泉
谷
　
康
夫

東
大
響
大
仏
殿
常
灯
料
田
畠
記
録
を
め
ぐ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
熱
田
　
　
公

播
磨
国
矢
野
庄
の
条
里
に
つ
い
て
　
上
島
　
　
有

卜
部
兼
営
自
筆
本
日
本
山
紀
神
代
巻
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
赤
松
　
俊
秀

長
慶
天
皇
に
つ
い
て
の
研
究
　
　
　
佐
藤
　
利
夫

石
見
岡
益
田
郷
の
構
造
に
つ
い
て
　
国
守
　
　
進

北
畠
満
雅
の
蜂
起
と
多
気
　
　
　
松
由
　
　
宏

赤
穴
氏
に
つ
い
て
－
惣
領
佐
波
氏
と
の
関
係

　
を
中
心
に
f
　
　
　
　
　
　
　
藤
岡
　
大
拙

建
武
以
来
追
加
の
成
立
　
　
　
　
　
上
横
手
雅
敬

徳
政
一
揆
の
背
景
一
天
文
十
五
年
を
中
心
と

　
し
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脇
田
　
晴
子

戦
国
大
名
領
下
の
荘
園
所
論
i
遠
江
国
浜
名

　
神
戸
大
福
寺
一
…
　
　
　
　
　
　
大
山
　
需
平

畿
内
村
落
と
国
人
層
1
1
和
泉
国
を
中
心
に
一
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
端
泰
子

能
登
中
居
の
鋳
物
師
に
つ
い
て
　
　
和
歌
森
太
郎

織
田
政
権
下
の
惣
に
つ
い
て
　
　
　
脇
田
　
　
修

織
豊
期
の
畿
内
代
官
一
1
御
牧
勘
兵
衛
を
中
心

　
に
運
　
　
　
　
　
　
　
　
　
朝
尾
　
直
弘

太
閤
検
地
帳
よ
り
み
た
新
田
開
発
農
民
…
1
摂

　
津
国
東
天
川
村
検
地
帳
の
検
討
1
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
尾
　
　
寿

石
高
決
定
に
関
す
る
一
考
察
　
　
　
宮
川
　
　
満

慶
長
初
年
の
江
戸
大
名
邸
地
　
　
　
水
江
　
漣
子

羽
州
村
山
地
方
に
お
け
る
近
世
初
頭
の
検
地
に

　
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
豆
田
忠
悦

島
原
・
天
草
の
乱
に
つ
い
て
－
通
説
の
修
正

　
二
、
三
－
　
　
　
　
　
　
　
林
屋
辰
三
郎

土
佐
藩
に
お
け
る
軍
役
に
か
わ
る
材
木
献
上
に

　
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
心
胤
央

改
作
仕
法
と
農
業
生
産
　
　
　
　
　
高
沢
　
裕
一

民
間
納
豆
に
お
け
る
中
興
開
山
　
　
竹
田
　
総
州

郷
士
の
成
立
と
そ
の
展
開
…
1
三
・
遠
・
信
隅

　
境
地
帯
に
お
け
る
一
　
　
　
　
若
林
　
淳
之

肥
後
藩
に
お
け
る
郷
士
制
度
　
　
　
凍
口
　
察
久

租
篠
の
四
書
注
解
と
朱
子
学
批
判
　
今
中
　
寛
司

江
戸
幕
府
の
「
飛
騨
一
二
御
林
山
」
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
置
弥
三
郎

い
わ
ゆ
る
加
賀
騒
動
の
史
的
背
景
一
享
保
・

。
寛
保
期
に
お
け
る
加
賀
藩
の
財
政
政
簾
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
若
林
喜
三
郎

司
馬
江
漢
の
思
想
　
　
　
　
　
　
　
埜
上
　
　
衛

幕
末
に
お
け
る
江
戸
幕
府
権
力
の
性
格

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
野
　
　
保

幕
末
期
畿
内
に
お
け
る
石
代
納
一
三
分
一
直

　
段
平
均
化
を
め
ぐ
っ
て
1
　
　
酒
井
　
　
一

近
世
後
期
の
墨
家
家
計
－
摂
津
国
武
庫
郡
上

　
瓦
林
村
岡
本
家
の
場
合
一
　
　
宮
下
美
智
子

義
民
伝
承
形
成
の
歴
史
的
条
件
　
　
横
山
十
四
男

農
村
に
お
け
る
寺
子
屋
の
一
性
格
と
そ
の
社
会

　
的
経
済
的
背
景
　
　
　
　
　
　
　
利
根
啓
三
郎

慶
応
二
年
の
佐
藤
清
臣
一
「
伊
那
の
松
風
」

　
の
紹
介
を
か
ね
て
1
　
　
　
　
芳
賀

エ
ル
・
エ
ル
・
ゼ
ー
ソ
ス
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
杉
井

旧
堺
県
の
郷
学
校
に
つ
い
て
の
一
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
島

登
六
郎

雅
蔵

北
海
道
開
拓
史
に
お
け
る
士
族
移
民
の
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
榎
本
　
守
勢

明
治
初
期
に
お
け
る
十
州
塩
田
休
浜
同
盟
に
つ

　
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
手
　
龍
海
．

福
沢
諭
吉
・
一
八
九
一
年
「
貧
富
論
」
の
転
換

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ろ
た
・
ま
さ
き

一
八
九
六
年
の
営
業
税
反
対
運
動
　
江
口
　
圭
一
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第
一
次
桂
内
閣
の
書
信
と
政
友
会
　
肉
本
　
四
郎

木
下
尚
江
・
明
治
三
十
九
年
夏
i
社
会
主
義

　
運
動
離
脱
の
論
理
と
心
理
　
　
　
後
神
　
俊
文

犬
養
毅
と
孫
文
の
革
命
　
　
　
　
　
彰
　
　
澤
周

憲
政
会
論
－
そ
の
財
政
・
経
済
政
策
を
中
心

　
に
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
里
上
龍
平

日
本
帝
国
主
義
と
朝
鮮
の
社
会
的
変
革

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芝
原
　
拓
自

　
　
（
菊
底
心
、
一
五
〇
頁
昭
和
四
五
年
＝
月
小

　
葉
田
淳
教
授
退
冨
記
念
事
業
会
刊
　
京
都
大
学
文
学

　
部
内
読
史
会
発
売
　
定
価
置
○
○
○
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
広
川
禎
秀
）

R
・
W
・
V
A
N
・
ア
ル
ス
タ
イ
ン

高
橋
章
・
長
田
豊
臣
・
山
本
幹
雄
訳

ア
メ
リ
カ
帝
国
の
興
隆

　
本
書
は
、
一
九
六
〇
年
に
出
版
さ
れ
て
以
来
、

ア
メ
リ
カ
外
交
史
研
究
者
の
み
な
ら
ず
、
全
て
の

ア
メ
リ
カ
史
研
究
者
の
間
に
大
き
な
波
紋
を
投
げ

か
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
向
へ
の
ア
メ
リ
カ
史
研
究

の
発
展
を
啓
発
し
て
き
た
、
示
唆
的
で
魅
力
に
密

む
著
作
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ソ
バ
イ
ア

添
霧
の
企
潤
は
、
7
・
リ
カ
史
を
畢
選
の

歴
史
と
し
て
、
す
な
わ
ち
舶
漏
し
た
膨
脹
悉
義
国

家
の
歴
史
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
に
あ
る
．
．
筆
者

の
ア
ル
ス
タ
イ
ン
教
授
は
、
こ
れ
を
、
植
民
地
時

代
か
ら
、
F
・
D
・
ロ
ー
ズ
ヴ
ニ
ル
ト
政
権
に
至

る
ま
で
の
ア
メ
リ
カ
史
を
辿
り
つ
つ
試
み
ら
れ
て

い
る
。

　
本
書
が
、
ア
メ
リ
カ
史
研
究
者
間
に
大
き
な
波

紋
を
投
じ
た
の
は
、
何
よ
り
も
、
ア
メ
リ
カ
史
録

を
、
従
来
の
民
主
主
義
国
家
の
歴
史
と
し
て
で
は

な
く
、
侵
略
的
「
帝
国
」
の
歴
史
と
し
て
再
構
築

し
た
点
に
あ
ろ
う
。
こ
の
点
で
、
本
書
は
、
　
「
ア

メ
リ
カ
ー
－
業
主
主
義
国
家
」
の
神
話
を
打
破
し
、

よ
り
冷
静
で
客
観
的
な
ア
メ
リ
カ
評
価
へ
と
、
研

究
者
の
み
な
ら
ず
、
世
人
の
眼
を
も
開
い
て
く
れ

た
と
も
い
え
る
。

　
こ
の
よ
う
な
新
た
な
ア
メ
リ
カ
史
部
は
、
と
り

わ
け
、
い
わ
ゆ
る
ニ
ュ
ー
・
レ
フ
ト
系
の
ア
メ
リ

カ
史
研
究
者
に
よ
っ
て
受
け
容
れ
ら
れ
、
す
で
に

具
体
的
成
果
を
も
生
み
つ
つ
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
帝

国
主
義
成
立
に
関
す
る
、
近
年
最
大
の
業
績
で
あ

る
、
芝
■
い
孚
岡
Φ
げ
。
戸
日
げ
㊦
累
㊦
募
集
リ
ヨ
℃
一
H
ρ
回
O
の
ω
層

O
o
醤
①
臨
日
導
く
’
℃
お
ω
。
。
な
ど
は
、
そ
の
典
型
例

で
あ
る
。

　
そ
の
他
、
本
書
が
示
唆
的
で
あ
る
の
は
、
以
下

の
よ
う
な
点
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
膨
張
と
の
瀾

連
に
お
け
る
カ
ナ
ダ
史
へ
の
注
意
の
喚
起
。
ア
メ

リ
カ
の
大
陸
内
膨
脹
の
中
で
の
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の

地
位
に
つ
い
て
の
言
及
。
モ
ソ
ロ
…
主
義
に
つ
い

て
の
積
極
酌
解
釈
。
現
代
ア
メ
リ
カ
外
交
に
お
け

る
、
感
惜
…
主
義
、
倫
理
主
義
の
存
在
の
指
摘
。
　
一

九
世
紀
末
ア
メ
リ
カ
の
海
外
膨
脹
を
、
F
・
ビ
ー

　
　
　
　
　
　
　
ア
パ
ロ
レ
イ
シ
ガ
ソ

マ
イ
ス
の
よ
う
に
「
断
　
絶
」
と
し
て
で
は
な
く
、

史
的
連
続
性
に
お
い
て
捉
え
て
い
る
こ
と
、
な
ど
。

　
こ
の
よ
う
な
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
本
書
に
は
、
疑
問
の
点
も
多
々
あ
る
。
と
り

わ
け
、
　
「
帝
国
」
と
い
う
言
葉
を
使
用
せ
ね
ば
な

ら
ぬ
必
然
性
が
不
明
確
で
あ
る
。
本
書
を
一
読
す

れ
ば
、
「
帝
国
」
と
い
う
用
語
が
、
単
に
膨
脹
主

義
国
家
を
意
味
し
て
い
る
に
す
ぎ
ぬ
こ
と
は
明
白

で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
　
「
帝
国
」
の
歴
史
と
し
て

捉
え
ら
れ
た
彼
の
ア
メ
リ
カ
史
は
、
平
板
な
膨
脹

主
義
國
家
と
し
て
の
歴
史
で
し
か
あ
り
え
な
い
。

彼
の
、
ア
メ
リ
カ
現
代
史
へ
の
論
究
が
弱
い
の
も
、

こ
の
点
の
制
約
を
う
け
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

膨
脹
主
義
国
家
（
「
帝
国
」
）
ア
メ
リ
カ
の
内
部
構

造
の
変
化
と
、
そ
れ
に
応
じ
た
、
膨
脹
の
質
の
変

化
に
こ
そ
一
層
の
注
意
が
向
け
ら
れ
る
べ
き
で
は

な
か
ろ
う
か
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
新
た
な
ア
メ
リ
カ
史
像
を
提

漣
す
る
、
」
と
北
よ
っ
て
、
7
メ
リ
ヵ
史
論
塊
に
輝
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